
プログラムのポイント！

対象 中学生・高校生

1人/1回 当たり料金 一回当たり 56,000円（税込）

備考
(雨天対応等)

受入人数 20名程度

(それ以上は要相談)

受入可能時期（休業日） 通年（実施日応相談）

受入可能時間 13:00～

体験時間 90分

３１：エネルギーが湧き出る街～むつざわスマートウェルネスタウン～

むつざわスマートウェルネスタウンで地域資源である天然ガスを活用することによって、どのようなまちづくりに取り組んでいるのかを講話や
フィールドワークを通して学ぶことが可能です。また、災害に強い防災・減災のまちづくりとは何か、考えるきっかけを作ります。

プログラムの内容

対象となる【SDGｓ「17の目標（ゴール）と169のターゲット」】

ゴール３（ターゲット３.４）：非感染症疾患による早期死亡を、予防や治療を通じて3分の1減少させ、精神保健および福祉を促進する。

ゴール７（ターゲット７.３）：2030年までに、世界全体のエネルギー効率の改善率を倍増させる。

私の知っている道の駅には、どんなものが

ありましたか？そこで何をしましたか？

道の駅にはどんな役割があるのか考える。

Google Map等を活用して、睦沢町の

課題について考える。

問い合わせ

名称： むつざわスマートウェルネスタウン株式会社

担当： 早坂

TEL： 0475-36-7400

営業時間： 9:00～18:00

休業日： 年末年始

事前学習 現地学習

睦沢町がエネルギーを無駄なく使うためにど

のようなまちづくりをしているのか講話から学ぶ。

災害に強いまちとはどのようなまちか、

フィールドワークで街づくりの工夫を見つける。

睦沢町での暮らしはどのような暮らしか考える

エネルギーを無駄なく使いきるために、自分た

ちができることを考える。

自分たちのまちの防災拠点を調べ、災害に対

する備えに問題がないか調べる。

むつざわスマートウェルネスタウンは地域資源を生かし、こころとからだの元気を目指し2019年9月にオープンした施設です！エネルギーを無駄
なく使いきる仕組みや防災に強いまちはどのようなまちかを学ぶことができます。

ゴール11（ターゲット11.３）：包摂的かつ持続可能な都市化を促進し、すべての国々の持続可能な人間居住計画・管理の能⼒を強化する。

ゴール11（ターゲット11.b）：気候変動の緩和と適応、災害に対する強靱さ（レジリエンス）を目指す総合的政策及び計画を導入・実施し、
あらゆるレベルでの総合的な災害リスク管理の策定と実施を行う。

事後学習

※ガスコジェネ発電機
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